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慶
應
義
塾
大
学
教
授

廣
瀬
陽
子

　

九
月
一
九
日
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
同
国
領
内
の
自
称
「
ア
ル

ツ
ァ
フ
（
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
）
共
和
国
」
に
「
対
テ
ロ
戦
争
」

を
実
行
し
た
。
二
〇
二
〇
年
「
第
二
次
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
戦
争
」

の
よ
う
な
大
規
模
な
戦
争
の
再
発
も
危
惧
さ
れ
た
が
、「
共
和
国
行

政
府
」の
後
ろ
盾
と
な
っ
て
き
た
ア
ル
メ
ニ
ア
が
非
介
入
を
表
明
し
、

共
和
国
行
政
府
は
二
四
時
間
で
降
伏
、
そ
し
て
「
共
和
国
と
し
て
の

存
在
を
二
四
年
一
月
一
日
ま
で
に
消
滅
す
る
」
と
発
表
し
た
。

　

ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
（
ナ
ゴ
ル
ノ
は
「
山
岳
地
の
」、
カ
ラ
バ

フ
は
「
黒
い
庭
」
を
意
味
す
る
。
本
稿
で
は
カ
ラ
バ
フ
と
表
記
す
る
）

は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
領
内
の
ア
ル
メ
ニ
ア
系
住
民
が
多
数
居
住
し

て
い
た
地
域
で
あ
り
、
ソ
連
時
代
は
自
治
州
（
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

は
一
九
九
一
年
一
一
月
二
六
日
に
自
治
州
を
解
体
）
だ
っ
た
が
、
ソ

連
末
期
の
ア
ル
メ
ニ
ア
系
住
民
に
よ
る
分
離
独
立
運
動
は
相
互
の
民

族
浄
化
に
発
展
し
、
ソ
連
解
体
後
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
・
ア
ル

メ
ニ
ア
両
国
間
の
戦
争
と
な
っ
た
（
第
一
次
カ
ラ
バ
フ
戦
争
）。
ロ

シ
ア
の
支
援
を
得
た
ア
ル
メ
ニ
ア
側
が
勝
利
す
る
形
で
九
四
年
に
停

戦
が
発
効
、
カ
ラ
バ
フ
と
そ
の
周
辺
の
緩
衝
地
帯
を
ア
ル
メ
ニ
ア
系

住
民
が
占
拠
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
国
土
の
約

二
〇
％
に
相
当
す
る
領
土
に
主
権
が
及
ば
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た
。

　

だ
が
、
二
〇
二
〇
年
九
月
に
第
二
次
カ
ラ
バ
フ
戦
争
が
勃
発
し
、

イ
ス
ラ
エ
ル
製
、ト
ル
コ
製
の
ド
ロ
ー
ン
（
Ｕ
Ａ
Ｖ
）
を
ゲ
ー
ム
チ
ェ

ン
ジ
ャ
ー
に
し
て
戦
闘
を
有
利
に
導
い
た
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
全

緩
衝
地
帯
と
カ
ラ
バ
フ
の
約
四
割
の
領
土
を
奪
還
し
て
、
一
一
月
に

ロ
シ
ア
の
仲
介
に
よ
り
停
戦
し
た
。
カ
ラ
バ
フ
に
は
ロ
シ
ア
軍
の
平

ひ
ろ
せ　

よ
う
こ　

二
〇
〇
一
年
東
京
大
学
大

学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。
博
士
（
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
）。
専
門

は
国
際
政
治
、
旧
ソ
連
地
域
研
究
。
一
六
年
よ

り
現
職
。
著
書
に
『
未
承
認
国
家
と
覇
権
な

き
世
界
』『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
』
な
ど
。

三
〇
年
以
上
の
地
域
紛
争
が
、
た
っ
た
一
日
で
終
結
し
た
。

そ
こ
に
は
、
当
事
国
の
ア
ル
メ
ニ
ア
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を

め
ぐ
る
、
国
際
関
係
の
大
き
な
変
化
が
影
響
し
て
い
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
な
ど
、

世
界
を
揺
る
が
す
事
件
の
基
底
に
、
未
承
認
国
家
問
題
が
横
た
わ
る
。

ナ
ゴ
ル
ノ・カ
ラ
バ
フ
紛
争「
終
結
」の
構
図

—
—

未
承
認
国
家
が
国
際
社
会
に
突
き
つ
け
る
も
の
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和
維
持
部
隊
が
二
五
年
ま
で
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
ロ
シ
ア

の
平
和
維
持
活
動
は
機
能
せ
ず
た
び
た
び
停
戦
違
反
が
起
き
、
と
り

わ
け
二
二
年
九
月
の
衝
突
で
は
一
〇
〇
人
以
上
の
死
者
が
出
た
。
そ

し
て
一
二
月
か
ら
は
、ア
ル
メ
ニ
ア
系
住
民
に
と
っ
て
の
生
命
線「
ラ

チ
ン
回
廊
」
が
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
よ
っ
て
封
鎖
さ
れ
て
兵
糧
攻

め
と
な
り
、
人
道
的
見
地
か
ら
懸
念
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

他
方
で
五
〜
六
月
に
は
、
主
に
欧
米
が
仲
介
す
る
形
で
和
平
交
渉

も
積
極
的
に
行
わ
れ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
パ
シ
ニ
ャ
ン
首
相
が
「
カ
ラ

バ
フ
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
安
全
が
保
障
さ
れ
る
」
前
提
で
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
の
主
権
を
認
め
る
用
意
が
あ
る
と
発
言
し
、
年
内
の
平
和

的
解
決
が
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
ラ
チ
ン

回
廊
に
検
問
所
を
設
置
し
、
五
月
末
に
は
兄
弟
国
・
ト
ル
コ
の
エ
ル

ド
ア
ン
大
統
領
が
再
選
を
決
め
た
こ
と
で
、
和
平
を
急
ぐ
必
要
が
な

く
な
っ
て
い
た
。

取
り
巻
く
国
際
関
係
の
構
図
が
変
化

　

な
ぜ
長
年
の
戦
争
が
一
日
で
終
結
を
迎
え
た
の
か
。
そ
の
背
景
に

は
、
両
国
を
取
り
巻
く
国
際
関
係
の
変
化
が
あ
っ
た
。

　

ソ
連
末
期
か
ら
一
九
九
四
年
ま
で
の
第
一
次
カ
ラ
バ
フ
戦
争
で

は
、
ロ
シ
ア
が
ア
ル
メ
ニ
ア
を
軍
事
・
政
治
的
に
支
援
し
、
隣
国
イ

ラ
ン
も
支
援
に
回
っ
た
。
他
方
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
ト
ル
コ
か

ら
「
精
神
的
支
援
」
を
得
た
の
み
で
実
質
的
に
孤
立
無
援
の
戦
い
を

強
い
ら
れ
事
実
上
の
敗
北
を
喫
し
、領
土
の
約
二
割
を
占
拠
さ
れ
た
。

　

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
の
多
数
派
が
イ
ス
ラ
ム
教
（
国
民
の
約
七

割
が
シ
ー
ア
派
、
約
三
割
が
ス
ン
ニ
派
）
を
信
仰
す
る
。
一
方
、
ア
ル

メ
ニ
ア
は
キ
リ
ス
ト
教
国
（
ア
ル
メ
ニ
ア
使
徒
教
会
。
西
暦
三
〇
一

年
に
世
界
で
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
化
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

宗
教
戦
争
だ
と
の
主
張
が
散
見
さ
れ
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
イ
ラ
ン
は
政
教
一
致
の
イ
ス
ラ
ム
（
主
に
シ
ー
ア
派
）
国
家
だ

が
、ほ
ぼ
終
始
ア
ル
メ
ニ
ア
を
支
援
し
た
。北
部
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
系
住
民
に
よ
る
分
離
運
動
を
危
惧
し
た
か
ら
だ
と
い
う
。

　

第
一
次
お
よ
び
第
二
次
カ
ラ
バ
フ
戦
争
の
戦
間
期
に
は
、
国
際
関

係
の
変
化
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
四
年
の
停
戦
は
き
わ
め
て

不
安
定
で
小
競
り
合
い
が
頻
発
し
、
多
く
の
死
傷
者
が
出
た
。
カ
ラ

バ
フ
和
平
の
仲
介
役
を
担
っ
た
の
は
欧
州
安
全
保
障
協
力
機
構
（
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
が
、
共
同
議
長
国
は
米

国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
で
あ
り
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
全
て
ア

ル
メ
ニ
ア
寄
り
だ
と
見
な
し
た
。
ロ
シ
ア
は
第
一
次
カ
ラ
バ
フ
戦
争

で
ア
ル
メ
ニ
ア
を
支
援
し
た
当
事
国
で
あ
り
、
米
国
、
フ
ラ
ン
ス

は
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
（
離
散
民
）
の
民
族
と
し
て
も
知
ら
れ
る
ア
ル

メ
ニ
ア
系
住
民
が
特
に
多
い
国
で
、
親
ア
ル
メ
ニ
ア
政
策
を
と
っ
て

き
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
米
国
議
会
は
ア
ル
メ
ニ
ア
・
ロ
ビ
ー
の
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圧
力
で
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
ア
ル
メ
ニ
ア
に
経
済
封
鎖
を
し
て

い
る
と
し
て
「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
人
道
支
援
以
外
の
経
済
支
援

を
一
切
行
わ
な
い
」
と
い
う
制
裁
法
（
自
由
支
援
法
九
〇
七
条
）
を

一
九
九
二
年
に
成
立
さ
せ
た
。
歴
代
大
統
領
は
こ
の
撤
廃
を
試
み
る

も
、
ア
ル
メ
ニ
ア
・
ロ
ビ
ー
の
抵
抗
で
果
た
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

二
〇
〇
一
年
の
同
時
多
発
テ
ロ
以
降
は
、
対
テ
ロ
戦
で
イ
ラ
ン
の
隣

国
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
協
力
が
不
可
欠
な
た
め
、
同
法
に
一
年
間

の
「
時
限
的
無
効
」
措
置
を
適
用
し
、
そ
れ
を
毎
年
延
長
す
る
こ
と

で
事
実
上
無
効
化
し
、
両
国
の
顔
を
立
て
て
き
た
経
緯
す
ら
あ
る
。

　

ま
た
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
は
じ
め
旧
ソ

連
諸
国
の
他
の
問
題
で
は
「
領
土
保
全
」
を
謳
う
米
国
が
、
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
に
は
一
度
も
そ
の
言
葉
を
発
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
っ

た
強
い
不
満
も
あ
り
、
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
三
つ
の
和
平
案
は

ど
れ
も
ア
ル
メ
ニ
ア
有
利
だ
と
し
て
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
を
て
こ
に
急
速

な
経
済
発
展
を
遂
げ
、
国
際
的
な
存
在
感
を
増
し
た
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
は
、
他
国
に
お
も
ね
る
必
要
も
な
く
な
り
、
徹
底
し
た
バ
ラ

ン
ス
外
交
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九
〇
年
の
い
わ
ゆ
る
「
黒

い
一
月
事
件
」
や
第
一
次
カ
ラ
バ
フ
戦
争
で
の
ア
ル
メ
ニ
ア
支
援
な

ど
で
反
ロ
シ
ア
的
な
姿
勢
を
と
り
、
親
欧
米
・
反
ロ
の
地
域
組
織
で

あ
る
「
Ｇ
Ｕ
Ａ
Ｍ
」（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
、ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
、
モ
ル
ド
バ
）
に
も
名
を
連
ね
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
と
の
関
係
を

改
善
し
た
。
一
方
で
、
ア
ル
メ
ニ
ア
は
基
本
的
に
ロ
シ
ア
に
依
存
す

る
ほ
か
な
か
っ
た
。
資
源
や
目
立
っ
た
産
業
が
な
く
、
経
済
基
盤
が

弱
い
上
に
「
陸
封
」
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
国
境
の
約
八
割
が
敵
対

す
る
ト
ル
コ
（
一
九
一
五
年
の
い
わ
ゆ
る
「
ア
ル
メ
ニ
ア
人
大
虐
殺
」

〔
ト
ル
コ
は
公
認
せ
ず
〕
な
ど
に
よ
り
緊
張
関
係
に
あ
る
）
と
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
接
す
る
、
地
政
学
的
に
き
わ
め
て
困
難
な
位
置
に

あ
る
。
か
つ
、
第
一
次
カ
ラ
バ
フ
戦
争
で
ロ
シ
ア
の
支
援
を
得
た
こ

と
も
あ
り
、
ロ
シ
ア
が
主
導
す
る
軍
事
同
盟
・
集
団
安
全
保
障
条
約

機
構
（
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
）
や
ユ
ー
ラ
シ
ア
経
済
同
盟
な
ど
の
協
力
体
に
は

ほ
ぼ
加
盟
し
、
国
内
に
二
つ
の
ロ
シ
ア
軍
基
地
も
抱
え
る
。

　

だ
が
、
二
〇
二
〇
年
の
第
二
次
カ
ラ
バ
フ
戦
争
時
に
は
、
両
国
を

め
ぐ
る
国
際
関
係
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
最
大
の
変
化
は
、
ト
ル
コ

が
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を
軍
事
面
も
含
め
全
面
支
援
し
、
ロ
シ
ア
が

中
立
的
姿
勢
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
こ
の
構
造
の
変
化
が

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
勝
利
を
決
定
的
に
し
た
。
一
方
、
ア
ル
メ
ニ
ア

は
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
で
あ
り
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
か
ら
も
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
か

ら
も
支
援
を
得
ら
れ
ず
大
敗
を
喫
し
、対
ロ
不
信
感
を
増
大
さ
せ
た
。

　

加
え
て
、
第
二
次
カ
ラ
バ
フ
戦
争
時
の
国
際
関
係
で
興
味
深
い
構

図
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
支
援
国
と
し
て
は
、

ト
ル
コ
の
ほ
か
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
カ



トレンド2023

113

タ
ー
ル
、
カ
ッ
コ
付
き
で
イ
ラ
ン
が
あ
げ
ら
れ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の

Ｕ
Ａ
Ｖ
は
ト
ル
コ
製
の
も
の
に
加
え
て
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
戦
況

を
有
利
に
展
開
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
一
五
〜
一
九
年
に
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
が
輸
入
し
た
全
兵
器
の
う
ち
六
割
は
イ
ス
ラ
エ
ル
製
で
、

そ
の
中
に
は
サ
ン
ド
キ
ャ
ッ
ト
装
甲
車
や
各
種
の
ラ
イ
フ
ル
銃
な
ど

も
含
ま
れ
て
い
た
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所
〔
Ｓ
Ｉ
Ｐ

Ｒ
Ｉ
〕）
た
め
、
ア
ル
メ
ニ
ア
は
在
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
を
召
還
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
戦
い
方
を
見
て
ト
ル
コ
の
Ｕ

Ａ
Ｖ
を
購
入
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
初
期
に
投
入
し
て
戦
果
を
上

げ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
支
援
国
で
ア
ル
メ
ニ

ア
を
国
家
承
認
し
て
お
ら
ず
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
・
ト
ル
コ
と
の

合
同
軍
事
演
習
な
ど
で
特
別
な
関
係
を
構
築
し
て
き
た
。

　

中
東
で
は
カ
タ
ー
ル
も
、
親
ト
ル
コ
の
観
点
か
ら
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
支
持
に
回
っ
た
が
、
興
味
深
い
の
が
イ
ラ
ン
で
あ
る
。
ア
ル

メ
ニ
ア
と
国
境
線
の
二
割
を
接
し
、
物
流
な
ど
で
き
わ
め
て
重
要
な

隣
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
次
、
第
二
次
カ
ラ
バ
フ
戦
争

で
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を
支
持
し
た
。た
だ
し
、イ
ラ
ン
の
メ
デ
ィ

ア
は
ア
ル
メ
ニ
ア
を
支
持
す
る
な
ど
、
国
民
感
情
と
し
て
は
ア
ル
メ

ニ
ア
支
持
が
強
い
（
た
だ
し
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
系
住
民
の
存
在

も
あ
り
、
国
民
感
情
も
一
様
で
は
な
い
）。

　

他
方
で
ア
ル
メ
ニ
ア
を
支
援
し
て
い
た
の
は
、
米
国
、
フ
ラ
ン

ス
、
シ
リ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
で
あ

る
。
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
は
前
述
の
よ
う
に
ア
ル
メ
ニ
ア
系
離
散
民
の

存
在
の
影
響
が
大
き
く
、
シ
リ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
も
同
じ
理
由
で
ア
ル

メ
ニ
ア
に
強
い
共
感
を
持
っ
て
い
た
。
他
方
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
は
反
ト
ル
コ
の
立
場
か
ら
ア
ル
メ
ニ
ア
を
支
持
し
て
い
た
と

さ
れ
、
非
常
に
複
雑
な
国
際
関
係
の
図
式
が
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
で

は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
が
戦
争
に
勝
ち
抜
け
る
支
援
を
得
ら
れ
て
い
た
か

と
い
え
ば
、
答
え
は
ノ
ー
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
痛
手
だ
っ
た
の
は

ロ
シ
ア
の
変
節
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
ア
ル

メ
ニ
ア
の
パ
シ
ニ
ャ
ン
首
相
の
親
欧
米
的
な
態
度
や
、
汚
職
対
策
と

称
し
て
ロ
シ
ア
と
つ
な
が
り
の
深
い
ア
ル
メ
ニ
ア
の
政
治
家
や
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
を
処
分
し
た
こ
と
へ
の
不
快
感
、
ま
た
、
国
際
的
地
位
を

向
上
さ
せ
た
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
兵
器
の
上
客
で
も
あ
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
資
源
由
来
の
経
済
力
で
欧

米
の
最
新
兵
器
を
導
入
し
、
ま
た
ト
ル
コ
な
ど
の
軍
事
支
援
も
得
ら

れ
た
一
方
、ア
ル
メ
ニ
ア
は
ロ
シ
ア
製
の
旧
式
の
兵
器
し
か
使
え
ず
、

国
際
的
な
支
援
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
、
第
二
次
カ
ラ
バ
フ

戦
争
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
圧
勝
に
終
わ
っ
た
と
言
え
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
「
ロ
シ
ア
離
れ
」
が
帰
趨
を
決
定
的
に

　

そ
し
て
、
第
三
次
カ
ラ
バ
フ
戦
争
の
国
際
関
係
図
を
大
き
く
変
え



外交 Vol.82 Nov./Dec. 2023 114

た
の
が
、
二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
に
勃
発
し
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
あ
る
。
三
日
間
で
首
都
キ
ー
ウ
を
落
と
せ
る
と
い

う
甘
い
目
論
み
に
反
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
善
戦
や
国
際
的
支
援
に
よ

り
、
想
定
外
の
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
の
状
況
を
見
て
、
ロ
シ
ア

が
影
響
圏
と
考
え
て
き
た
旧
ソ
連
諸
国
、
す
な
わ
ち
ロ
シ
ア
の
い
う

「
近
い
外
国
」
の
多
く
が
ロ
シ
ア
を
軽
ん
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ベ
ラ
ル
ー
シ
以
外
の
旧
ソ
連
諸
国
は
、
侵
攻
に
明
確
に
反
対
の
姿

勢
を
示
し
た
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
や
ア
ル
メ
ニ
ア
な
ど
は
プ
ー
チ

ン
大
統
領
に
対
し
て
か
な
り
厳
し
い
発
言
や
態
度
を
取
っ
た
。
パ

シ
ニ
ャ
ン
首
相
の
反
ロ
シ
ア
的
な
姿
勢
、
発
言
は
と
り
わ
け
目
立

ち
、
写
真
撮
影
の
際
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
か
ら
あ
か
ら
さ
ま
に
距
離

を
取
っ
た
り
、
二
二
年
一
一
月
に
は
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
議
長
国
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
全
会
一
致
で
採
択
す
る
予
定
だ
っ
た
共
同
宣
言
へ
の
署

名
を
拒
否
、
さ
ら
に
今
年
一
月
に
は
国
内
で
実
施
予
定
の
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ

の
合
同
軍
事
演
習
の
実
施
を
拒
否
す
る
な
ど
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

の
停
戦
違
反
に
何
も
対
応
し
な
い
ロ
シ
ア
や
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
に
対
す
る
不

満
を
示
し
て
き
た
。
そ
し
て
今
年
五
月
、
パ
シ
ニ
ャ
ン
首
相
は
Ｃ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
脱
退
を
示
唆
、
ま
た
同
地
の
ア
ル
メ
ニ
ア
系
住
民
の
安
全
が
保

た
れ
る
条
件
が
守
ら
れ
る
な
ら
ば
カ
ラ
バ
フ
に
対
す
る
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
の
主
権
を
認
め
る
用
意
が
あ
る
と
も
宣
言
し
た
。
ア
ル
メ
ニ

ア
に
と
っ
て
、
カ
ラ
バ
フ
の
存
在
は
ロ
シ
ア
離
れ
を
不
可
能
に
す
る

一
番
の
難
問
で
あ
り
、
こ
れ
を
切
り
離
せ
ば
、
ロ
シ
ア
か
ら
離
れ
ら

れ
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
手
一
杯
で
ア
ル
メ
ニ

ア
に
配
慮
す
る
余
裕
は
な
く
、
資
源
輸
出
や
通
商
関
係
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
問
題
で
特
に
重
要
性
が
高
ま
る
ト
ル
コ
と
の
関
係
を
重
視
し
て
、

地
政
学
的
重
要
度
も
低
い
ア
ル
メ
ニ
ア
を
切
り
捨
て
る
覚
悟
を
し
た

可
能
性
も
高
い
。

　

こ
の
状
況
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
は
よ
り
有
利
に
働
い
た
。
欧

州
の
多
く
の
国
が
石
油
、
天
然
ガ
ス
で
も
対
ロ
制
裁
を
発
動
す
る
に

至
っ
た
が
、
対
ロ
ガ
ス
依
存
率
は
約
四
割
と
高
い
た
め
、
代
替
輸
入

元
と
し
て
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
選
ば
れ
た
の
だ
。
ま
た
、
ロ
シ
ア

を
迂
回
す
る
形
で
中
国
・
中
央
ア
ジ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス
・
ト
ル
コ
・

欧
州
を
結
ぶ
国
際
ル
ー
ト
「
中
央
回
廊
」
が
通
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
は
、
国
際
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
ま
す
ま
す
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
対
立
の

最
前
線
と
し
て
も
注
目
さ
れ
た
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
第
二
次
カ

ラ
バ
フ
戦
争
の
停
戦
時
に
、
ア
ル
メ
ニ
ア
に
ラ
チ
ン
回
廊
の
提
供
と

引
き
換
え
に
、
飛
地
の
ナ
ヒ
チ
ェ
バ
ン
と
の
直
接
ル
ー
ト
を
得
る
た

め
に
ア
ル
メ
ニ
ア
と
イ
ラ
ン
の
国
境
に
あ
た
る
ザ
ン
ゲ
ズ
ル
回
廊
を

提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
実
現
し
て
い
な
か
っ
た
。
ア

ル
メ
ニ
ア
が
重
要
視
し
て
い
る
イ
ラ
ン
と
の
国
境
が
脅
か
さ
れ
る
こ

と
を
危
惧
し
た
だ
け
で
な
く
、
イ
ラ
ン
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が



トレンド2023

115

ナ
ヒ
チ
ェ
バ
ン
に
陸
路
で
接
続
す
る
た
め
に
イ
ラ
ン
の
国
土
を
通
る

こ
と
で
貸
し
を
作
る
こ
と
に
利
点
を
感
じ
、
そ
の
カ
ー
ド
を
失
い
た

く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
三
年
一
月
に
は
イ
ラ
ン
の
ア

ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
大
使
館
で
銃
撃
事
件
が
起
き
、
一
人
が
死
亡
し
た

た
め
大
使
館
を
閉
鎖
す
る
な
ど
、
緊
張
感
が
高
ま
っ
て
い
た
。

　

他
方
で
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
三
月
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に
大
使
館
を

開
設
し
、
四
月
以
降
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
大
統
領
や
外
相
が
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
を
訪
問
す
る
な
ど
、
両
国
の
接
近
が
特
に
目
立
つ
。
九
月
の

カ
ラ
バ
フ
攻
撃
時
に
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
兵
器
が
多
用
さ
れ
た
と
さ

れ
て
お
り
、
第
三
次
カ
ラ
バ
フ
戦
争
の
背
後
に
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
エ

ル
関
係
の
密
接
化
を
み
る
分
析
も
あ
る
。

　

だ
が
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
第
三
次
カ
ラ
バ
フ
戦
争
に
踏
み

切
っ
た
最
大
の
背
景
は
、
ト
ル
コ
の
厚
い
支
援
と
国
際
的
ポ
ジ
シ
ョ

ン
の
高
ま
り
に
よ
る
自
信
だ
ろ
う
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
攻
め
込

ん
だ
九
月
一
九
日
、
す
ぐ
隣
の
ア
ル
メ
ニ
ア
で
は
、
米
国
と
の
合
同

軍
事
演
習
が
行
わ
れ
て
い
た
（
九
月
一
一
〜
二
〇
日
）。
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ

加
盟
国
で
あ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
が
よ
り
に
よ
っ
て
米
国
と
合
同
軍
事
演

習
を
行
う
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
許
し
難
い
は
ず
だ
が
、
さ
ら

に
す
ぐ
隣
で
軍
事
侵
攻
を
仕
掛
け
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
も
強
気
で

あ
る
。
同
国
の
領
土
保
全
の
問
題
か
ら
目
を
背
け
て
き
た
米
国
に
対

し
て
、
カ
ラ
バ
フ
へ
の
主
権
の
正
当
性
を
見
せ
つ
け
る
意
図
す
ら
感

じ
る
。

未
承
認
国
家
問
題
は
国
際
社
会
全
体
の
課
題

　

カ
ラ
バ
フ
問
題
は
終
わ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
ア
ル
メ
ニ
ア
に
逃

れ
た
難
民
問
題
な
ど
多
く
の
課
題
が
残
る
。
だ
が
、本
件
で
未
（
非
）

承
認
国
家
の
一
つ
が
終
焉
を
迎
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
未
承
認

国
家
は
国
家
の
体
裁
を
整
え
て
い
な
が
ら
も
国
家
承
認
を
得
て
い
な

い
存
在
を
意
味
す
る
が
、
分
離
を
望
む
側
が
民
族
自
決
を
主
張
し
、

分
裂
を
許
さ
な
い
主
権
国
家
が
領
土
保
全
を
主
張
す
る
な
ど
、
国
際

法
の
基
本
原
則
が
対
峙
し
白
黒
つ
け
に
く
い
た
め
、
未
解
決
の
ま
ま

長
期
化
す
る
傾
向
が
強
い
。
そ
し
て
近
年
、
未
承
認
国
家
が
発
火
点

で
あ
る
国
際
問
題
が
目
立
つ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
前
に
ロ
シ
ア
は
、

未
承
認
国
家
だ
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ド
ネ
ツ
ク
お
よ
び
ル
ハ
ン
ス
ク

両
「
人
民
共
和
国
」
を
国
家
承
認
し
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
「
ネ
オ
ナ
チ
」

に
蹂
躙
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ら
住
民
を
救
う
と
い
う
大
義
名
分
で
侵
攻

を
開
始
し
た
。
ま
た
、
世
界
を
揺
る
が
し
て
い
る
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ

エ
ル
の
問
題
も
、
も
と
も
と
パ
レ
ス
チ
ナ
が
未
承
認
国
家
で
あ
り
、

そ
れ
が
脆
弱
だ
か
ら
こ
そ
ハ
マ
ス
と
い
う
非
国
家
組
織
が
強
い
影
響

力
を
も
っ
て
ガ
ザ
を
実
効
支
配
し
た
背
景
も
あ
る
。
未
承
認
国
家
問

題
は
ミ
ク
ロ
の
地
域
問
題
で
は
な
く
、
世
界
を
揺
る
が
す
国
際
問
題

と
し
て
考
え
る
視
点
が
重
要
で
あ
る
。
●




